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	①　2050年に向けた長期ビジョン・目標がある MAX   15
	②　2030年から前後5年ほどの間の一定の年度を指定し、中期ビジョン・達成目標を掲げている。  MAX   9
	③　既存テクノロジーと新しいテクノロジーを組み合わせるなどして、創意工夫・イノベーションに よる温室効果ガスの排出削減と、新しいビジネス、生活モデルを提唱し、実績を上げつつある。  MAX   9
	④　少なくも3年以上の期間を設定して大幅なGHGs削減目標を掲げている。  MAX   9
	⑤　低炭素社会に向けた提言をしている。 MAX   9
	⑥　パリ協定やIPCCレポート、地球温暖化対策計画、気候変動の影響への適応計画を踏まえた 取組を実施している。 MAX   9
	⑦　製品・サービスのサプライチェーン及びライフサイクルを通じ、連結ベースで過去、大幅なGHGs削減を実現している。 MAX   10
	⑧　気候変動への適応に関して、先進的・先駆的な取組を展開している。 MAX    10
	⑨　総合評価 MAX    20

